
対応レベル 

 

レベル１（詳細な献立表対応） 

 給食の原材料を詳細に記した献立表を事前に配布し、それをもとに保護者や

担任などの指示又は児童生徒自身の判断で、給食から原因食品を除いて食べる

対応。単品で提供されるもの（例 果物など）以外、調理されると除くことが

できないので適応できない。 

 詳細な献立表の作成と配布は学校給食対応の基本であり、レベル２以上の対

応でも、あわせて提供すること。 

 

レベル２（弁当対応） 

一部弁当対応 

 除去又は代替食対応において、当該献立が給食の中心的献立、かつその代替

提供が給食で困難な場合、その献立に対してのみ部分的に弁当を持参する。 

完全弁当対応 

 食物アレルギー対応が困難なため、すべて弁当を持参する。 

 

レベル３（除去食対応） 

 広義の除去食は、原因食物を給食から除いて提供する給食を指し、調理の有

無は問わない。 

【例】飲用牛乳や単品の果物を提供しない 等 

 本来の除去食は、調理過程で特定の原材料を除いた給食を提供することを指

す。 

【例】かき玉汁に卵を入れない 等 

 

レベル４（代替食対応） 

 広義の代替食は、除去した食物に対して何らかの食材を代替して提供する給

食を指し、除去した食材や献立の栄養価等の考慮の有無は問わない。本来の代

替食は、除去した食材や献立の栄養量を考慮し、それを代替して１食分の完全

な給食を提供することを指す。 
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